
令和７年

208�号
令和７年８月１日発行
第４４８回６月定例会

□令和７年度６月定例会あらまし	 p２
　（予算・条例等の質疑・審査・賛否表）
□町政を問う（６人登壇）	 	 p ５
□政務活動費報告		 	 	 p12
□人事・真室川議会視察研修	 	 p13
□三鷹市議来町・研修・編集後記	 p14

三神小学校の皆さん三神小学校の皆さん
～給食はおいしいですか～～給食はおいしいですか～

「とてもおいしいです!」「とてもおいしいです!」

議会だより
ややぶぶきき
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第448回

令和7年 令和7年 ６月定例会６月定例会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
４
４
８
回
６
月
定
例
会
は
、

６
月
６
日
か
ら
６
月
13
日
ま
で
の

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
７
年
６
月
補
正
予
算
等
議

案
５
件
、
陳
情
３
件
、
報
告
３

件
、
追
加
議
案
２
件
、
承
認
10

件
、
同
意
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
９
日
か
ら
10
日
は
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
６
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
町
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
総
務
教
育
・
産
業
民

生
の
両
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特

別
委
員
会
に
議
案
が
付
託
さ
れ
、

10
日
と
11
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

６
月
13
日
に
本
会
議
を
開
催
し
、

各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員

会
の
報
告
を
受
け
審
議
し
た
結

果
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
全

議
案
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。

令和７年度　６月補正予算令和７年度　６月補正予算
（単位：千円）

会　計　区　分 補正額 補正後の額

議案第25号 介護保険特別会計（第１号） 1,261 1,658,653 

（単位：千円）

会　計　区　分 補正額 補正後の額

議案第26号 下水道事業会計（第１号）

収益的
収　入 2,439 578,069 

支　出 10,000 593,931 

資本的
収　入 0 433,227 

支　出 0 553,068 
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
長　
関
根　
貴
将

副
委
員
長�

小
島　
紀
子

委　
　
員�

髙
久　
美
秋

　
　
　
　
　
冨
永　
創
造

�

鈴
木　
隆
司

�

角
田　
秀
明

�

藤
井　
源
喜

陳
情
第
2
号　
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出　

　
本
件
は
、
政
府
関
係
機

関
に
対
し
、
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
、

11
項
目
に
対
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

陳
情
第
4
号　
「
国
の

『
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
事
業
』
の
継
続
と
、

被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な

就
学
支
援
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る

　
本
件
は
政
府
関
係
機
関

に
対
し
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も

た
ち
の
就
学
・
修
学
を
保

障
す
る
た
め
、
令
和
8
年

度
以
降
も
、
全
額
国
庫
で

支
援
す
る
『
被
災
児
童
生

徒
就
学
支
援
等
事
業
』
の

継
続
と
、
十
分
な
就
学
支

援
に
必
要
な
予
算
確
保
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

委
員
長�

三
村　
正
一

副
委
員
長�

梅
宮
美
和
子

委　
　
員�

芳
賀　
慎
也

�

鈴
木　
浩
一

�

青
山　
英
樹

�

熊
田　
　
宏

�

堀
井　
成
人

議
案
第
24
号　
矢
吹
町
道

路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
昭
和
61
年
９

月
16
日
に
町
道
認
定
さ
れ

て
い
る
町
道
3
路
線
に
つ

い
て
、
道
路
整
備
等
に
よ

り
起
点
及
び
終
点
が
変
更

と
な
っ
て
お
り
、
現
状
と

道
路
台
帳
と
の
整
合
が
取

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
変

更
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

陳
情
第
3
号　
生
活
道
路

の
舗
装
に
関
す
る
陳
情

（
町
道
中
丸
１
号
線
）

　
本
件
は
、
三
城
目
中
町

地
区
の
生
活
道
路
に
つ
い

て
、
砂
利
道
の
現
道
舗
装

を
求
め
る
陳
情
で
あ
り
ま

す
。

現
地
調
査
及
び
審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

総
務
教
育

常
任
委
員
会

産
業
民
生

常
任
委
員
会

総務教育常任委員会

産業民生常任委員会（現地調査）
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
長�

堀
井　
成
人

副
委
員
長�

冨
永　
創
造

委　
　
員�

梅
宮
美
和
子

�

芳
賀　
慎
也

�

髙
久　
美
秋

�

鈴
木　
隆
司

�

熊
田　
　
宏

議
案
第
25
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

〈
保
健
福
祉
課
〉

芳
賀　
成
年
後
見
制
度
を

利
用
し
て
い
る
の
は
何
名

か
。

答　
家
庭
裁
判
所
の
数
字

で
は
29
名
い
ま
す
。

髙
久　
委
託
料
48
万
円
と

報
酬
助
成
に
70
万
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
何
人
分

の
予
定
か
。

答　
今
回
３
人
分
予
算
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
26
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

〈
上
下
水
道
課
〉

課
長　
今
年
1
月
に
八
潮

市
で
発
生
し
た
、
下
水
道

の
環
境
に
伴
う
陥
没
事
故

が
あ
り
ま
し
て
、
一
定
基

準
以
上
の
管
路
の
調
査
を

行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

鈴
木
隆　
ど
の
よ
う
な
方

法
で
調
査
を
行
う
の
か
。

答　
目
視
調
査
と
打
音
検

査
が
あ
り
、
打
音
検
査

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
叩

い
て
音
の
反
応
の
結
果
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。

鈴
木
隆　
一
定
の
管
路
調

査
だ
が
、
基
準
は
。

答　
設
置
年
度
が
１
９
９

４
年
以
前
の
も
の
で
、
内

空
断
面
が
３
・
14
平
米
以

上
、
大
き
な
ヒ
ュ
ー
ム
管

で
は
直
径
2
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
を
調
査
対
象
と

し
て
お
り
ま
す
。

髙
久　
矢
吹
町
で
管
路
の

長
さ
は
、
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
。

答　
４
４
５
メ
ー
ト
ル
の

調
査
で
す
。

予

算

特
別
委
員
会

髙
久　
４
４
５
メ
ー
ト
ル

で
１
０
０
０
万
円
も
か
か

る
の
か
。

答　
不
測
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
多
少
多
め
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

冨
永　
補
助
金
が
２
４
３

万
円
、
起
債
額
が
７
５
０

万
円
、
地
方
交
付
税
措
置

は
さ
れ
る
の
か
。

答　
地
方
交
付
税
措
置
は

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

承
認
第
10
号　
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

専
決
第
7
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

承
認
の
内
容

　
議
会
初
日
に
承
認
を
受

け
た
文
中
に
お
い
て
、
誤

記
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

矢
吹
町
議
会
会
議
規
則
第

20
条
第
1
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
専
決
処
分
の
一
部

を
訂
正
し
、
追
加
議
案
と

し
て
、
再
提
案
を
お
こ
な

い
、
地
方
自
治
法
第
１
７

９
条
第
３
項
の
規
定
に
基

づ
く
承
認
を
求
め
る
。

同
意
第
１
号

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

同
意
の
内
容

　
地
方
税
法
第
４
２
３
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
同
意
を
求
め
る
。

議
案
第
27
号　
矢
吹
町
特

別
職
の
職
員
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
予
備
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

　
令
和
７
年
５
月
28
日
の

参
議
院
本
会
議
に
お
い

て
、
国
会
議
員
の
選
挙
等

の
執
行
経
費
の
基
準
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
可
決
に
伴
い

関
係
す
る
条
例
の
報
酬
額

の
改
正
を
行
う
た
め
の
条

例
改
正

１
【
改
正
理
由
】

　
近
年
の
物
価
変
動
や
選

挙
等
の
執
行
状
況
等
を
考

慮
し
、
選
挙
等
の
円
滑
な

執
行
を
図
る
た
め
、
期
日

前
投
票
所
を
含
む
投
票

所
、
開
票
所
等
に
お
け
る

管
理
者
及
び
立
会
人
の
報

酬
額
を
改
正
す
る
た
め
。

（
上
位
法
が
、
令
和
７
年

７
月
執
行
予
定
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
の
適

用
を
見
込
ん
で
い
る
た

め
、
本
議
会
の
追
加
議
案

と
し
て
上
程
を
行
う
）

２　
改
正
内
容

　
第
2
条
に
関
す
る
別
表

中
、
選
挙
に
関
す
る
区
分

の
者
の
報
酬
額
の
改
定
。

追
加
議
案

別表（第2条関係）　� （単位:円）
区　　分 改正前 改正後 増　減

選 挙 長 及 び 開 票 管 理 者 10,600 12,200 1,600
投 票 管 理 者 12,600 14,500 1,900

投 票 立 会 人 10,700 12,400 1,700

期日前投票所の投票管理者 11,100 12,800 1,700

期日前投票所の投票立会人 09,500 10,900 1,400

選挙立会人及び開票立会人 08,800 10,100 1,300

� 参考：矢吹町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

予算特別委員会
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

①梅宮美和子� ……………　６ページ
　1.　女性視点での防災対策について
　2.　グラウンドゴルフ普及について
②関根　貴将� 　……………　７ページ
　１．高齢社会における身寄りのない方への施策及び町営住宅政策について
　２．教育費の保護者負担軽減について
③冨永　創造� ……………　８ページ
　１．訪問介護事業の継続への取り組みは
　２．米価高騰による影響と対策は
④小島　紀子� ……………　９ページ
　１．三十三観音の生物多様性を守るには
　２．子どもの幸福度を高めるには
⑤三村　正一� ……………　10ページ
　１．温泉とプールの別々管理で、町の活性化を
　２．公民館等の予算は減額ではなく、振興すべき
⑥青山　英樹� ……………　11ページ
　１．利用者の動向、傾向は
　２．年間予算の約34％、または15％が維持管理費等の費用か

～ 一 般 質 問 ～～ 一 般 質 問 ～町政を問う町政を問う
　６月定例会では６人の議員が登壇し一般質問を行いました。
次のページからは、要点をまとめて掲載しています。詳細はホームページでご覧になれます。

６人登壇

第448回議会（６月）定例会議案 賛否表
○は賛成、●は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

議　　案　　名
議
員
名

�

可
・
否

梅
宮
美
和
子

小
島　
紀
子

芳
賀　
慎
也

関
根　
貴
将

髙
久　
美
秋

鈴
木　
浩
一

冨
永　
創
造

三
村　
正
一

鈴
木　
隆
司

青
山　
英
樹

熊
田　
　
宏

角
田　
秀
明

堀
井　
成
人

藤
井　
源
喜

報告 第 2 号 令和６年度　矢吹町繰越明許費繰越しの報告について 了承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
報告 第 3 号 出資法人の経営状況について 了承 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
報告 第 4 号 専決処分の報告について (専決第1号　損害賠償の額を定めることについて) 了承 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 議
承認 第 1 号 専決処分の承認を求めることについて (専決第２号　

令和６年度矢吹町一般会計補正予算（第10号）） 承認 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 議

承認 第 2 号 専決処分の承認を求めることについて (専決第３号　令
和６年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算(第３号)) 承認 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

承認 第 3 号 専決処分の承認を求めることついて（専決第４号　令
和6年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第４号）） 承認 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

承認 第 4 号 専決処分の承認を求めることついて（専決第５号　令和６
年度矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

承認 第 5 号 専決処分の承認を求めることついて（専決第６号　
令和６年度矢吹町水道事業会計補正予算（第３号））承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 議

承認 第 6 号 専決処分の承認を求めることついて（専決第７号　令
和６年度矢吹町下水道事業会計補正予算（第３号） ） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議

承認 第 7 号 専決処分の承認を求めることについて（専決第８号　矢吹町税条例の一部を改正する条例）承認 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

承認 第 8 号 専決処分の承認を求めることについて（専決第９号　
矢吹町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

承認 第 9 号 専決処分の承認について (専決第10号　東日本大震災による被災者に対する町民
税、固定資産税及び国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例) 承認 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

承認 第10号 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ 議
議案 第24号 矢吹町道路線の変更について 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第25号 令和７年度　矢吹町介護保険特別会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第26号 令和７年度　矢吹町下水道事業会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第27号 矢吹町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第28号 令和７年度矢吹町一般会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
選挙 第 1 号 選挙管理委員及び同補充員の選挙について 当選 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
同意 第 1 号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
発議 第 2 号 地方財政の充実・強化を求める意見書（案） 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
発議 第 3 号 ｢被災児童生徒就学支援等事業｣の継続と、被災

児童生徒の十分な就学支援を求める意見書(案) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
避
難
所
に
お
け
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
伺

う
。

答　
町
長　
健
康
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
快

適
な
避
難
者
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
設
置
、
平
時

か
ら
の
備
蓄
の
強
化
な
ど

を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

他
の
避
難
者
か
ら
の
視
線

を
遮
る
た
め
の
簡
易
テ
ン

ト
は
約
２
３
０
基
備
蓄
し

て
い
ま
す
。

問　
備
蓄
品
は
女
性
や
乳

幼
児
に
配
慮
さ
れ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　
町
長　
女
性
用
の
生

理
用
品
や
下
着
類
、
乳
幼

児
に
は
複
数
サ
イ
ズ
の
紙

お
む
つ
な
ど
を
備
蓄
す
る

と
共
に
、
避
難
生
活
が
長

期
化
す
る
場
合
を
想
定

し
、
民
間
企
業
や
自
治
体

と
の
災
害
協
定
に
基
づ

き
、
食
料
品
や
日
用
品
な

ど
の
生
活
物
資
を
迅
速
に

提
供
で
き
る
体
制
を
整
備

問　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
、
現
在
町
営
野
球
場
を

借
り
て
プ
レ
ー
を
し
て
い

る
が
、
そ
の
他
に
プ
レ
ー

で
き
る
場
所
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
か
伺
う
。

答　
教
育
長　
こ
れ
ま
で

の
矢
吹
球
場
や
善
郷
小
学

校
の
校
庭
に
加
え
、
大
池

球
場
な
ど
の
教
育
委
員
会

所
管
の
他
施
設
や
町
内
に

あ
り
ま
す
既
存
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
活
用
な
ど
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
競
技
人
口
を
増
や
す
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
伺

う
。

答　
教
育
長　
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
は
、
笑
顔
に
な

れ
る
、
健
康
に
な
れ
る
、

交
流
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と

女性視点での防災対策について
答 すべての方に配慮した
� 備蓄品を整備している

し
て
お
り
ま
す
。

問　
避
難
所
に
お
け
る
女

性
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
は
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

答　
町
長　
女
性
に
対
し

て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
や
生
理
用
品
等
の
配

付
に
加
え
、
妊
娠
中
や
授

乳
中
の
方
に
対
す
る
特
別

な
配
慮
な
ど
が
必
要
で
あ

り
、
女
性
職
員
が
避
難
者

の
相
談
に
乗
り
、
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
避
難
所
運
営
に
は
、
女

性
・
若
者
・
高
齢
者
な
ど

幅
広
い
立
場
の
方
々
が
参

画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
、
性
別
・
年
齢
・

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
全
て
の
方
が
安
全
か

つ
安
心
し
て
利
用
で
き
る

避
難
所
環
境
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
普
及
に
つ
い
て

答 �

大
会
を
開
催
し
競
技
者
の

�

意
欲
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る

し
て
、
全
国
に
３
６
０
万

人
以
上
の
愛
好
者
が
い
る

と
さ
れ
て
お
り
、
矢
吹
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

に
は
令
和
７
年
４
月
１
日

現
在
、
男
性
９
名
、
女
性

31
名
と
計
40
名
の
会
員
が

在
籍
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
団
体
の
中
で
も
会
員
数

が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

競
技
人
口
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し

て
町
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
が
連
携
し
、
５
月

に
矢
吹
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
９
月
に

町
民
体
育
祭
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い

る
他
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
も
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
を
対
象
と
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
６
月
に
行
う
な
ど
、
年

間
を
通
し
て
大
会
を
開
催

し
、
競
技
者
の
意
欲
の
向

上
を
図
り
、
生
き
が
い
作

り
に
つ
な
げ
て
お
り
ま

す
。

梅
うめ
宮
みや
美
み
和
わ
子
こ
　議員

　　老人クラブ連合会
　　グラウンドゴルフ大会

（令和7年6月）

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

高
齢
社
会
に
お
け
る
身
寄
り
の
な
い
方
へ
の

�

施
策
及
び
町
営
住
宅
政
策
に
つ
い
て

問　
近
年
、
地
域
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
ご
高
齢
の
一
人
暮
ら

し
の
方
に
対
し
、
事
前
に

死
後
事
務
契
約
を
締
結
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
当
町
の
現
況
を

伺
う
。

答　
町
長　
現
時
点
で
本

町
を
含
む
福
島
県
内
の
自

治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
事
務
を
受
任
し

て
い
る
事
例
は
な
い
が
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
を
積
極
的
に
行
う
。

問　
ご
高
齢
の
方
が
多
く

入
居
さ
れ
て
い
る
町
営
の

大
林
住
宅
、
小
松
住
宅
、

一
本
木
住
宅
の
建
築
年
数

と
入
居
状
況
を
伺
う
。

答　
町
長　
入
居
者
の
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
対

策
が
必
要
で
す
。

�

（
＊
詳
細
は
資
料
参
照
）

問　
住
宅
の
耐
震
性
や
火

災
の
延
焼
な
ど
の
懸
念
材

料
も
あ
り
、
高
齢
入
居
者

の
利
便
性
や
民
生
委
員
の

方
々
の
負
担
を
減
ら
す
と

い
う
点
に
お
い
て
も
、
町

が
引
っ
越
し
費
用
を
補
助

し
、
環
境
の
良
い
場
所
に

移
り
住
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
は
可
能
か
。

答　
町
長　
現
在
は
他
の

町
営
住
宅
に
空
き
が
な

く
、
転
居
の
提
案
が
出
来

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の

家
賃
補
助
等
を
紹
介
し
、

転
居
を
提
案
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教育費の保護者負担軽減について

問　
最
近
目
に
す
る
機
会

が
増
え
た「
隠
れ
教
育
費
」

に
関
し
て
、
幼
稚
園・小・

中
学
校
入
学
時
に
制
服
や

運
動
着
、
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

の
購
入
、
給
食
費
は
も
ち

ろ
ん
修
学
旅
行
費
や
副
教

材
な
ど
子
育
て
世
代
に
は

負
担
が
大
き
い
と
伺
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
町
民
の

意
見
を
ふ
ま
え
、
町
と
し

て
の
支
援
の
拡
充
を
図
る

べ
き
だ
と
思
う
が
今
後
の

施
策
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
保
護
者
負

担
の
さ
ら
な
る
軽
減
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　
人
口
減
少
、
少
子
化

は
各
自
治
体
の
大
き
な
問

題
だ
が
、将
来
を
見
据
え
、

ま
ず
は
子
育
て
世
帯
の

方
々
に
当
町
の
取
り
組
み

に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、

更
に
は
若
い
世
代
に
選
ば

れ
、
移
住
し
て
い
た
だ
く

事
も
考
慮
し
た
政
策
を
実

現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
。
県
北
の
桑
折
町
は

当
初
予
算
の
20
％
を
教
育

費
に
充
て
、
子
育
て
世
帯

に
寄
り
添
い
、
給
食
費
の

完
全
無
償
化
や
制
服
の
支

給
な
ど
様
々
な
施
策
を
実

行
し
、
県
内
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
自
治
体
と

な
っ
て
い
る
。
当
町
に
お

い
て
も
制
服
費
の
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

答　
教
育
長　
他
自
治
体

の
状
況
、
先
進
事
例
な
ど

調
査
研
究
に
努
め
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答 
関
係
機
関
と
連
携
し
見
守
り
に
取
り
組
む

答 子供や子育て世帯への支援の充実をめざす

関
せき
根
ね
　貴
たか
将
まさ
　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

資　料
町営住宅現況

大林住宅 小松住宅 一本木住宅
建築年数 52～59年 55～57年 54年
管理戸数 101戸 70戸 20戸
入居戸数 56戸 32戸 ７戸
＊�入居戸数95戸のうち独り暮らしの高齢者は48戸

高齢者入居数
65～69歳 ６戸
70～79歳 26戸
80歳以上 16戸

計 48戸

桑折町との教育費の比較
桑折町 矢吹町

R７当初予算 約63億円 約80億円
教育費 約13億円 約11億円
割　合 20.8% 14.3%
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  冨
とみ
永
なが
　創
そう
造
ぞう
　議員

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

米
価
高
騰
に
よ
る
影
響
と
対
策
は

問　
コ
メ
在
庫
へ
の
影
響

を
踏
ま
え
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
今
年

度
新
米
の
扱
い
を
ど
う
す

る
の
か
。

答　
町
長　
令
和
６
年
度

の
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

人
気
返
礼
品
は
、
第
１
位

が
米
で
寄
付
額
の
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
産
米
の
返
礼
品
と
し

て
は
、
米
の
価
格
の
推
移

や
生
産
者
と
の
情
報
交
換

を
密
に
し
、
米
の
確
保
が

で
き
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

問　
コ
メ
の
品
不
足
や
価

格
高
騰
は
、
稲
作
栽
培
面

積
の
拡
大
と
反
減
反
政
策

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
状
況
を
一
時

的
な
も
の
と
し
て
見
守
る

立
場
を
と
る
の
か
、
従
来

の
農
政
の
推
進
を
図
る
の

か
見
解
を
伺
う
。

答　
町
長　
令
和
６
年
産

米
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用

米
備
蓄
米
等
か
ら
農
家
が

自
ら
の
経
営
判
断
に
よ

り
、
主
食
用
米
へ
転
換
し

ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え

引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。
農
業
者
の
所
得
確
保

を
目
的
に
、
主
食
用
米
か

ら
飼
料
用
米
等
の
作
付
け

転
換
を
支
援
、
町
独
自
の

助
成
で
あ
る
上
乗
せ
助
成

を
継
続
し
ま
す
。
農
家
目

線
に
立
っ
た
支
援
や
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

問　
学
校
給
食
へ
の
影
響

は
あ
っ
た
の
か
。

答　
教
育
長　
給
食
費
見

直
し
の
検
討
中
に
国
の
経

済
対
策
と
し
て
学
校
給
食

食
材
費
増
額
分
の
補
助
が

示
さ
れ
、
８
０
０
万
円
を

今
年
４
月
よ
り
小
中
学
校

に
助
成
で
き
、
変
わ
り
な

く
米
飯
給
食
を
提
供
で
き

て
い
ま
す
。

答 

国
の
交
付
金
活
用
に
よ
り

�

変
わ
り
な
く
米
飯
給
食
提
供

訪問介護事業の継続への
� 取り組みは

問　
苦
境
に
あ
る
訪
問
介

護
事
業
継
続
に
向
け
た
見

解
を
伺
う
。

答　
町
長　
矢
吹
町
社
会

福
祉
協
議
会
や
町
内
訪
問

介
護
事
業
所
の
経
営
が
厳

し
い
状
況
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
を
続
け
る

た
め
に
は
、
訪
問
介
護
事

業
の
継
続
は
不
可
欠
で
あ

り
、
継
続
の
た
め
の
支
援

策
を
検
討
し
ま
す
。

問　
登
録
ヘ
ル
パ
ー
の
減

少
と
高
齢
化
等
に
関
す
る

課
題
改
善
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答　
町
長　
町
内
２
事
業

所
に
お
い
て
も
ヘ
ル
パ
ー

の
人
材
不
足
、
新
規
採
用

の
募
集
を
し
て
も
若
い
方

の
応
募
が
少
な
く
、
ヘ
ル

パ
ー
の
高
齢
化
は
大
き
な

問
題
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
で
受
け
ら
れ
る
た
め
の

体
制
整
備
、
ヘ
ル
パ
ー
の

人
材
確
保
に
向
け
た
支
援

策
を
引
き
続
き
検
討
し
ま

す
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材

の
育
成
と
参
加
推
進
へ
の

対
応
を
伺
う
。

答　
町
長　
光
南
高
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
矢
吹
中
学
校
へ
の

出
前
講
座
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
へ
の
参
加
、
矢
吹
中
学

校
で
の
「
サ
マ
ー
シ
ョ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活

動
に
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　

　
中
学
生
や
高
校
生
に
介

護
や
福
祉
分
野
へ
の
就
職

を
考
え
る
機
会
で
あ
り
雇

用
の
一
助
と
考
え
ま
す
。

答 ヘルパー人材確保と
� 体制整備に向けた支援を検討

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

訪問介護とヘルパー
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
三
十
三
観
音
の
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
が
何
本
も
伐
採
さ

れ
た
。
そ
こ
に
住
む
動
植

物
の
た
め
に
、
緑
の
基
本

計
画
の
策
定
と
生
物
多
様

性
の
調
査
実
施
は
あ
っ
た

の
か
。

答　
町
長　
三
十
三
観
音

及
び
そ
の
周
辺
地
域
は
、

平
成
12
年
度
に
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
同
14
年
３
月
の
「
矢

吹
町
緑
の
基
本
計
画
」
に

お
い
て
、
水
と
緑
の
拠
点

と
位
置
づ
け
、
適
正
な
植

問　
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長　
令
和
６
年

度
の
出
生
数
は
75
名
、
人

口
１
、０
０
０
人
当
た
り

の
出
生
率
は
４
・
5
で
す
。

出
産
育
児
一
時
金
50
万
円

が
加
入
健
康
保
険
か
ら
給

付
さ
れ
ま
す
。
妊
産
婦
健

診
、
新
生
児
聴
覚
健
診
が

公
費
で
受
診
で
き
ま
す
。

乳
児
１
か
月
健
診
に
も
助

成
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度

か
ら
母
子
手
帳
交
付
時
に

５
万
円
、
出
産
予
定
日
の

８
週
間
前
の
日
以
降
に
胎

児
の
数
に
応
じ
て
一
人
当

た
り
５
万
円
が
給
付
さ
れ

ま
す
。
町
独
自
で
は
第
１

子
に
１
万
円
分
の
商
品
券
、

第
２
子
現
金
10
万
円
、
第

３
子
以
降
20
万
円
の
給
付

等
、
様
々
な
面
か
ら
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
親
子
が
利
用
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
と
サ
ポ
ー
ト

は
。

答　
教
育
長　
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
事
業
は
、
妊
娠
中

か
ら
未
就
学
児
対
象
の
家

子どもの幸福度を高めるには
答 切れ目なく支え続ける事が幸福につながると考える

栽
管
理
と
緑
地
の
保
全
を

行
っ
て
い
ま
す
。
動
植
物

数
な
ど
生
物
多
様
性
の
調

査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
大
木
を
残
し
育
て
る

等
、
伐
採
方
法
に
工
夫
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
町
長　
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

に
つ
い
て
は
太
い
幹
が
枯

れ
て
倒
木
の
危
険
が
あ

り
、
今
後
の
成
長
が
見
込

め
な
い
と
判
断
し
、
伐
採

し
ま
し
た
。
健
全
に
生
育

し
て
い
る
樹
木
は
、
保
全

な
ど
の
配
慮
を
し
て
間
伐

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
に
三
鷹
市
と

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

に
係
る
連
携
協
定
を
締
結

し
、
森
林
の
整
備
及
び
保

全
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
、
自
然
観
察
そ
の
他
森

林
を
活
用
し
た
体
験
活
動

等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
三

三
十
三
観
音
の
生
物
多
様
性
を
守
る
に
は

答 
専
門
家
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら

�

公
園
の
適
性
管
理
に
努
め
る

庭
訪
問
に
よ
る
支
援
事
業

で
す
。
に
こ
に
こ
広
場

（
未
来
く
る
や
ぶ
き
２
Ｆ
）

は
２
歳
児
ま
で
が
対
象

で
、
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
を
気
軽
に
話
せ
る
場
で

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
お

子
さ
ん
の
一
時
預
か
り
等

を
し
ま
す
。
未
来
く
る
や

ぶ
き
は
人
気
で
、
年
間
５

万
人
近
い
来
場
者
が
あ
り

ま
す
。

問　
子
ど
も
が
幸
福
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に

は
。

答　

教
育
長　
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
い
う
幸

福
の
新
し
い
物
差
し
が
あ

り
ま
す
。
ゼ
ロ
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
切

れ
目
な
く
支
え
る
体
制
を

整
え
、
指
導
と
支
援
を
続

け
る
事
が
子
ど
も
の
幸
福

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

鷹
市
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と

本
町
内
の
森
林
整
備
な
ど

に
よ
り
吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

量
を
相
殺
す
る
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
と
し
て
、

三
十
三
観
音
史
跡
公
園
内

の
森
林
約
２
ha
の
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。
令
和
10

年
度
ま
で
の
５
年
間
、
定

期
的
な
下
刈
り
や
植
樹
活

動
等
を
実
施
し
ま
す
。

問　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
に
つ
い
て
詳
細
を

具
体
的
に
伺
う
。

答　
農
業
振
興
課
長　
昨

年
度
６
０
０
万
円
、
今
年

度
６
０
０
万
円
、
基
本
的

に
は
毎
年
度
自
動
更
新
の

協
定
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
面
の
5
年
間
は
今

の
枠
組
み
の
中
で
実
践
し

て
い
き
た
い
と
三
鷹
市
に

お
答
え
頂
い
て
い
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

小
こ
島
じま
　紀
のり
子
こ
　議員

 母子（父子）手帳
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を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
あ
ゆ
り
温
泉
と
温
水

プ
ー
ル
で
指
定
管
理
者
を

別
々
に
し
た
場
合
、
温
泉

だ
け
の
指
定
管
理
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
温
泉
に

特
化
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者

が
出
て
く
る
と
思
う
。
ま

た
、
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い

て
も
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
関
係
の
業
者
さ
ん
が

入
っ
て
く
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
温
泉
と
プ
ー
ル
の

一
体
的
な
管
理
と
な
る

と
、
参
加
で
き
る
事
業
者

は
少
な
い
。
別
々
に
分
け

て
管
理
し
た
方
が
、
そ
の

施
設
の
活
性
化
と
専
門
性

が
図
ら
れ
て
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

答　
町
長　
あ
ゆ
り
温
泉

と
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て

同
一
の
指
定
管
理
者
と
し

て
き
た
理
由
は
、
源
泉
か

ら
の
お
湯
を
あ
ゆ
り
温
泉

及
び
温
水
プ
ー
ル
へ
給
水

す
る
と
と
も
に
、
プ
ー
ル

の
水
と
熱
交
換
す
る
た
め

の
給
湯
配
管
が
一
本
の
管

路
と
な
っ
て
お
り
、
温
泉

側
で
施
設
へ
の
湯
量
を
調

温泉とプールの別々管理で、
� 町の活性化を
答 一体的な管理が効率的かつ必須である

整
し
て
い
る
た
め
で
す
。

問　
料
金
改
定
す
る
と
な

っ
た
際
に
、
ど
こ
に
損
益

分
岐
点
が
あ
る
の
か
確
認

す
る
た
め
、
各
々
の
指
定

管
理
料
を
お
尋
ね
す
る
。

答　
保
健
福
祉
課
長　
本

年
度
の
指
定
管
理
料
は
、

あ
ゆ
り
温
泉
が
２
４
６
５

万
円
、
温
水
プ
ー
ル
は
２

８
０
０
万
円
で
す
。

問　
令
和
７
年
度
の
予
算

は
、
例
年
に
比
べ
て
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
人
づ
く
り
、
生
き
が

い
づ
く
り
等
の
予
算
は
削

減
で
は
な
く
振
興
に
努
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
公

民
館
事
業
の
削
減
理
由
及

び
内
容
と
効
果
に
つ
い
て

問
う
。

答　
教
育
長　
令
和
７
年

度
の
予
算
編
成
は
全
庁
的

な
行
財
政
改
革
方
針
の

下
、
経
費
の
精
査
を
行
い

ま
し
た
。
高
齢
者
い
き
が

い
づ
く
り
事
業
（
こ
と
ぶ

き
大
学
に
関
す
る
事
業
）

で
は
、
講
師
に
よ
る
分
科

部
の
開
催
回
数
な
ど
に
つ

い
て
精
査
を
図
り
、
前
年

度
比
で
２
１
０
万
円
削
減

し
、
１
２
５
万
円
の
予
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
活
動
に
お
け
る
自
主

性
の
高
ま
り
や
意
識
の
高

公
民
館
等
の
予
算
は

�

減
額
で
は
な
く
、
振
興
す
べ
き

答 

今
後
の
自
主
性
や
意
識
の
高
揚
に
期
待
す
る

揚
に
つ
な
が
る
も
の
と
、

そ
の
効
果
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

問　
町
の
存
在
は
、
そ
こ

に
住
む
人
々
の
生
活
を
支

え
る
こ
と
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
だ
と
思
う
。
今
回
、
社

会
教
育
予
算
が
か
な
り
削

減
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
と

ぶ
き
大
学
の
各
分
科
会
活

動
は
、
月
２
回
行
わ
れ
て

い
た
が
、
予
算
削
減
に
よ

り
月
１
回
と
な
る
状
況
は

「
新
た
な
平
時
」
で
は
な

く
「
新
た
な
非
常
時
」
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
、
「
新
た
な
平

時
」
の
中
で
震
災
前
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
戻
る
の
か

ど
う
か
を
尋
ね
る
。

答　
総
務
課
長　
震
災
前

が
平
時
だ
っ
た
と
し
て
、

今
回
、
新
た
な
平
時
と
い

う
こ
と
で
、
震
災
以
降
、

物
価
上
昇
で
あ
っ
た
り
労

務
単
価
の
上
昇
等
、
社
会

経
済
情
勢
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

震
災
前
と
同
じ
よ
う
な
量

は
出
来
な
く
な
っ
て
く
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ

な
い
よ
う
、
工
夫
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
他
の
質
問
事
項

・�

交
通
安
全
・
防
犯
対

策
に
つ
い
て

  三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

令和7年度　健康センター歳入歳出予算内訳 （単位：千円）
あゆり温泉 温水プール ゲートボール場 　合　計

歳
入

利　用　料 21,632 6,738 45 28,415 
指定管理料 24,658 28,001 221 52,880 

合　計 46,290 34,739 266 81,295 

歳
出

管　理　費 23,178 15,767 266 39,211 
人　件　費 23,112 18,972 0 42,084 

合　計 46,290 34,739 266 81,295 

公民館事業予算  ３ヵ年の推移 （単位：千円）

年　度 予算額 5年度との差額
令和５年度 9,677 －
令和６年度 8,433 ▲ 1,244
令和７年度 5,133 ▲ 4,544
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

利
用
者
の
動
向
、
傾
向
は

答 
同
じ
方
が
同
じ
様
な
場
所
へ
の
利
用
に
固
定
化
の
傾
向

問　
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化

等
の
対
策
を
し
な
い
場
合

で
年
平
均
約
26
億
７
千
万

円
、
対
策
を
実
施
し
た
場

合
で
年
平
均
12
億
６
千
万

円
の
更
新
費
用
が
か
か

る
。
町
の
年
間
予
算
を
約

80
億
円
と
す
る
と
、
対
策

を
実
施
し
な
い
場
合
、
約

34
％
、
対
策
を
実
施
し
た

場
合
は
約
15
％
の
更
新

費
、
維
持
管
理
費
等
が
か

か
っ
て
く
る
と
解
釈
で

き
、
大
き
な
問
題
か
と
思

う
。「
静
か
な
る
有
事
」

ど
こ
ろ
か
「
極
ま
り
な
い

有
事
」
と
考
え
る
。
公
共

施
設
の
除
去
、
複
合
化
、

集
約
化
、
の
計
画
は
い
つ

頃
に
具
体
的
に
示
さ
れ
る

の
か
伺
う
。

答　

総
務
課
長　

今
後
、

い
っ
と
き
に
財
政
負
担
が

集
中
し
な
い
よ
う
平
準
化

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
、

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
財
政
計

画
に
落
と
し
込
ん
で
い
き

ま
す
。
今
現
在
で
は
そ
う

い
っ
た
公
共
施
設
の
計
画

が
い
つ
、
ど
こ
で
と
い
う

具
体
的
な
案
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
の
で
、
今

後
、
検
討
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

問　
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
債
が
あ
り
、

公
共
施
設
の
除
去
等
に
十

分
に
活
用
で
き
る
も
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
旧
中

央
公
民
館
に
つ
い
て
、一つ

の
事
案
と
し
て
検
討
さ
れ

る
べ
き
と
思
う
が
い
か
が

お
考
え
か
。

答　

総
務
課
長　

今
年

度
、
除
去
に
つ
い
て
交
付

税
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
有
利
な
財
源
が
あ

る
う
ち
に
、
目
的
を
終
え

た
施
設
は
除
去
を
行
っ

て
、
そ
の
跡
地
に
つ
い
て

は
有
効
に
活
用
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

年間予算の34％、または15％が
� 維持管理費等の費用か

答 今後、検討を深めていく

問　
Ａ
Ｉ
型
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス「
の
る
ー
と
矢
吹
」

の
１
日
当
た
り
の
利
用
者

数
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
２
台
で
一
日
12
・
５

人
の
利
用
で
す
。

問　
利
用
者
の
動
向
は

答　
町
長　
週
始
め
や
週

末
、
午
前
中
の
利
用
者
が

多
い
。
ま
た
乗
車
場
所
及

び
降
車
場
所
は
、
商
業
施

設
が
約
50
％
（
約
６
・
３

人
）、
役
場
な
ど
の
公
共

施
設
約
18
％
（
約
２
・
３

人
）、
矢
吹
駅
約
11
％（
約

１
・
４
人
）、
病
院
関
係

約
10
％
（
約
１
・
３
人
）、

個
人
宅
な
ど
約
11
％
（
約

１
・
４
人
）
と
な
っ
て
い

  青
あおやま
山　英

ひで
樹
き
　議員

ま
す
。

問　
利
用
者
に
関
し
て
同

じ
方
が
同
じ
よ
う
な
場
所

を
利
用
す
る
傾
向
は
な
い

の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　

感
覚
的
に
、
ほ
ぼ

ほ
ぼ
固
定
し
て
い
る
よ
う

な
、
同
じ
方
が
同
じ
よ
う

な
曜
日
に
商
業
施
設
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

伺
え
ま
す
。

問　
運
行
を
拡
張
し
て
需

要
が
あ
れ
ば
よ
い
が
、
内

側
に
も
目
を
向
け
て
、
例

え
ば
飲
食
店
等
の
活
性
化

に
役
立
て
る
方
法
と
か
、

違
う
方
法
（
運
用
）
も
あ

る
か
と
思
う
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
か
ら
は
、
午
後

６
時
か
ら
１
時
間
延
長
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
聞
か

れ
る
。
様
々
な
取
組
み
、

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
只
今
、
実
証
実
験
の

期
間
と
捉
え
て
い
て
、
今

後
、
そ
う
い
っ
た
町
民
の

ニ
ー
ズ
、
様
々
な
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
に
ど
う
対
応
す

る
か
」
に
つ
い
て
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

「
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
コ
ス
ト
比
較
」

■令和6年度　※初期投資あり　　　（単位:円）
№ 項　目 金　額
1 電話設置料（全額初期投資） 22,000
2 AI活用型オンデマンドバス受付用電話料金（初期投資なし） 15,215
3 クレジットカード決済手数料（初期投資なし） 669
4 矢吹町AI活用型オンデマンドバス導入業務委託（うち初期投資16,734,300円） 18,299,600
5 矢吹町AI活用型オンデマンドバス運行業務委託（初期投資なし） 7,342,500
6 矢吹町AI活用型オンデマンドバス関連業務委託（全額初期投資） 1,924,890

合　　　　　計 27,604,874
1台/1日当たりの運行コスト算出
運行経費合計 27,604,874円 ÷ 運行日数 51日 ÷ 2台 =270,636円
■令和7年度　※初期投資なし 　　　（単位:円）
№ 項　目 金　額
1 AI活用型オンデマンドバス受付用電話料金 360,000
2 クレジットカード決済手数料 44,000
3 AI活用型オンデマンドバス運行業務委託料 35,134,000
4 AI活用型オンデマンドバス広報資材等作成業務委託 1,075,000
5 AI活用型オンデマンドバスシステム運行支援業務委託料 9,445,000

合　　　　　計 46,058,000
1台/1日当たりの運行コスト算出
運行経費合計 46,058,000円 ÷ 運行日数 242日 ÷ 2台 =95,161円
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令
和
６
年
度
政
務
活
動
費
収
支
報
告

　政務活動費は、議員が町政の課題及び町民の意思を把握し、町政に反映させる活動その他の住民福
祉の増進を図るために必要な活動に要する経費に対して交付されるものです。一人あたり月額２万
円、年額24万円を上限として交付され、残額が生じたときは返納することになっています。
　なお、令和６年度をもって政務活動費は廃止となりました。
〈経費の範囲〉
◆調査研究費　町の事務、 地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
◆研　修　費　議員が研修会を開催するために必要な経費、 団体等が開催する研修会の参加に要する経費
◆広報・広聴費　議員が行う活動の広報・広聴活動に要する経費
◆会　議　費　�議員が各種会議を開催するために必要な経費、 団体等が開催する意見交換会等各種会

議の参加に要する経費
◆資料作成費　議員の活動に必要な資料の作成に要する経費
◆資料購入費　議員の活動に必要な図書、 資料等の購入に要する経費
◆事　務　費　議員が行う活動に係る事務の遂行に要する経費

（単位:円）

№ 氏名 交付決定額 支出額 調査研究費 研修費 広報・広聴費 要請等活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務費 返納額 個人負担額

1 梅宮美和子 240,000 73,858 57,273 3,000 13,585 166,142 

2 小島　紀子 240,000 218,072 186,245 9,010 22,817 21,928 

3 芳賀　慎也 240,000 71,088 37,760 22,153 11,175 168,912 

4 関根　貴将 240,000 65,000 65,000 175,000 

5 髙久　美秋 240,000 261,487 10,370 212,187 38,930 0 21,487 

6 鈴木　浩一 240,000 146,419 143,559 2,860 93,581 

7 冨永　創造 240,000 229,981 71,890 48,731 88,472 20,888 10,019 

8 三村　正一 240,000 240,743 88,118 152,625 0 743 

9 鈴木　隆司 240,000 79,118 79,118 160,882 

10 青山　英樹 240,000 228,999 191,157 13,680 24,162 11,001 

11 熊田　　宏 240,000 23,793 23,793 216,207 

12 角田　秀明 240,000 12,120 12,120 227,880 

13 堀井　成人 240,000 154,292 154,292 85,708 

14 藤井　源喜 240,000 187,477 184,199 3,278 52,523 

合　　計 3,360,000 1,992,447 201,527 876,150 204,356 0 0 13,680 638,576 58,158 1,389,783 22,230 

構成割合 10.1% 44.0% 10.3% 0.0% 0.0% 0.7% 32.0% 2.9%

※支出額のうち交付額を超える金額については個人負担です。

令和６年度　政務活動費収支報告
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選
挙
管
理
委
員
会
当
選
者

　
７
月
16
日
付
で
任
期
満

了
と
な
る
、
選
挙
管
理
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

は
、
定
例
会
最
終
日
の
６

月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。　

　
議
長
に
よ
る
指
名
推
選

方
法
に
よ
り
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
７
年
７
月
17
日
か

ら
令
和
11
年
７
月
16
日
ま

で
の
４
年
間
。

選
挙
管
理
委
員

　
深ふ
か
谷や　
壽ひ
さ
夫お

氏
（
矢
吹
）

　
石い

し
は
ら原

ヨ
シ
子こ

氏
（
矢
吹
）

　
笠か

さ
井い　
清き

よ
は
る春

氏
（
中
畑
）

　
吉よ
し

田だ　
秀ひ
で
か
ず一

氏
（
三
神
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
星ほ

し　
　
保や

す
い
ち一

氏
（
矢
吹
）

　
熊く

ま
田だ　
由ゆ

み美
氏
（
矢
吹
）

　
小こ

針ば
り　
安や
す
子こ

氏
（
中
畑
）

　
小こ

室む
ろ　

健け
ん
い
ち一

氏
（
三
神
）

　
７
月
16
日
、
山
形
県
真

室
川
町
議
会
の
総
務
文
教

常
任
委
員
会
委
員
長
佐
藤

成
子
氏
を
代
表
と
す
る
12

名
が
来
町
し
、
矢
吹
町
複

合
施
設
整
備
事
業
の
整
備

概
要
や
課
題
等
に
つ
い
て

の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

人
事
・
行
政
視
察
受
け
入
れ

佐
さ く ま

久間　佳
よしろう

良  氏
再任（本町）

任期　令和7年7月1日から3年間

固
定
資
産
評
価
委
員

※�

固
定
資
産
評
価
額
審
査
委
員
会
の
役
割

　

土
地
や
建
物
の
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
の
不
服

を
審
査
し
、
決
定
す
る
た
め
の
中
立
的
な
機
関
で
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
の

申
出
を
審
査
し
、
決
定
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

固
定
資
産
税
を
納
付
す
る
方
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
当
委
員

会
に
対
し
て
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
　
　
　
事

※
選
挙
管
理
委
員
会
の
役
割

　
市
区
町
村
の
議
会
の
議

員
お
よ
び
長
の
選
挙
に
関

す
る
事
務
を
管
理
し
、
す

べ
て
の
選
挙
に
つ
い
て
投

開
票
を
行
い
、
選
挙
人
名

簿
の
作
成
・
管
理
を
担
当

し
ま
す
。

　
委
員
数
は
４
人
で
、
補

充
員
も
４
人
で
す
。
委
員

は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

人
で
、
人
格
が
高
潔
、
政

治
お
よ
び
選
挙
に
公
正
な

識
見
を
持
つ
人
の
う
ち
か

ら
、
議
会
の
議
員
に
よ
る

選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

委
員
長
は
、
委
員
の
中
か

ら
互
選
さ
れ
ま
す
。

よ
う
こ
そ
　
矢
吹
町
へ

�

山
形
県
真
室
川
町
議
会

《
研
修
内
容
》

１�

複
合
施
設
整
備
事
業
の

経
緯
等
に
つ
い
て

２�

複
合
施
設
整
備
事
業
概

要
に
つ
い
て

３�

複
合
施
設
整
備
事
業
に

お
け
る
課
題
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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208号

編
集
後
記

　

６
月
議
会
も
終
わ
り
、
７
月
３

日
よ
り
編
集
作
業
に
入
り
ま
し

た
。
読
者
の
皆
様
に
は
ど
う
し
た

ら
読
み
や
す
く
町
政
報
告
を
出
来

る
か
考
え
な
が
ら
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
６
月
ま
た
、
７
月
、
初
夏

と
は
言
え
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
８
月
に
広
報
誌
が
届
く

こ
ろ
に
は
ど
の
く
ら
い
の
気
温
に

な
っ
て
い
る
か
心
配
で
す
。
テ
レ

ビ
等
で
は
、
熱
中
症
の
報
道
も
流

れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

読
み
易
い
広
報
誌
に
な
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

�

（
文
責　

鈴
木　

浩
一
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

発
行
責
任
者

�

議
　
　
長
　
藤
井
　
源
喜

�

委
員
長
　
冨
永
　
創
造

�

副
委
員
長
　
梅
宮
美
和
子

�

委
　
　
員
　
小
島
　
紀
子

�

　
〃
　
　
　
芳
賀
　
慎
也

�

　
〃
　
　
　
髙
久
　
美
秋

�

　
〃
　
　
　
鈴
木
　
浩
一

次回９月議会のご案内

●�６月議会傍聴者は計39人でした。 ありがとうございました。

開　　会　９月５日㈮　午前10時
一般質問　９月８日㈪・９日㈫
　　　　　　　午前10時予定

過去の会議録の検索は
家に居て議会が聴ける
� QRコード

動画配信中

東
京
都
三
鷹
市
議
会

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
の
た
め
来
町

　
７
月
10
日
、
当
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
三
鷹
市
か
ら
伊い

藤と
う

俊と
し
あ
き明

議
長
及
び
粕か

す
谷や

稔み
の
る

副
議
長
が
就
任
挨
拶
と
視
察
を
兼
ね

来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
鷹
市
と
町
と
が
連
携
協
定
を
結
ぶ
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
や
農
業
版
企
業
誘
致
事
業
に
関
連
し
た
三
十
三
観
音

史
跡
公
園
や
神
田
西
地
内
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

会場　ビッグパレットふくしま

　７月１日、午後１時より郡山市のビッ
グパレットふくしまで、より良く伝わる
議会報づくりをめざして、テーマ『戦略
的広報と議会報づくりの型』を、自治体
広報広聴研究所代表の金井茂樹氏から詳
しく説明を受けました。今後の議会だよ
りに生かしていきます。

広報研修会
福島県町村議会議長会開催

三十三観音史跡公園三十三観音史跡公園

伊藤
議長

粕谷
副議長


